
文化・スポーツをはじめさまざまな功績
自治功労や社会功労など28人3団体が受賞
　地方自治や文化、スポーツ振興、福祉の向上、市民の模
範とする善行または奇特な行為などに尽くされた人などを
表彰する守山市市政功労者表彰が執り行われ、自治功労や
社会功労など計28人3団体が受賞しました。名前を呼ばれ、
壇上に上がった受賞者は、参列した市民から大きな拍手を
受け、緊張しながらも誇らしげな表情を浮かべていました。

令和7年度 市政功労者表彰式典
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文化の日にちなみ同級生の自治会長が企画
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の栄典
にも輝いた、三品 昌美さん（東京大学 名誉教授、立命館
大学 上席研究員、三宅町出身）を招いた講演会。同級生
だった杉江自治会長が企画しました。懐かしい顔ぶれを
含む町民の見守る中「覚える脳と忘れる脳」と題し、研究
内容の解説や身近な「記憶」に関して講話しました。

杉江自治会が特別講演会
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院長を講師に迎えて
図書館で開催された講座には、さまざまな年代の28人が
参加。第３版が発行された守山市版エンディングノート

「つなぐノート」の利活用についての講座で、参加者は
「ノートの記入にあたり、家族や大切な人と話し合う過程
そのものが大切」などの話に、熱心に耳を傾けていました。
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市内の国重文十
じゅう

一
い ち

面
め ん

観
か ん

音
の ん

（福林寺）をテーマに
湖国の観音の魅力や保存修理の技法など学ぶ
　約100年ぶりに修理保存した、福林寺の本尊・十一面
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（公益財団法人美術院 技師）が、十一面観音の魅力や文化
財を保存修理する意義や技法を解説。二人の対談も行わ
れ、受講生は興味津々で耳を傾けていました。
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　守山市の人口
令和7年10月31日現在

（前月比）

男� 42,328（－  12）
女� 43,778（＋  5）

人口� 86,106（－  7）

世帯数� 35,920（－  6）
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